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8
月
23
日
、
日
本
教
育
会
館
一

ツ
橋
ホ
ー
ル
で
東
京
土
建
シ
ニ
ア

友
の
会
「
結
成
20
周
年
を
記
念
す

る
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
33
支

部
か
ら
2
1
7
人
が
参
加
し
ま
し

た
。鵜

澤
文
昭
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

亡
く
な
ら
れ
た
仲
間
へ
の
黙
と
う

を
呼
び
か
け
て
か
ら
、
「
シ
ニ
ア

友
の
会
は
い
つ
で
も
元
気
で
楽
し

く
交
流
す
る
こ
と
を
軸
に
活
動
を

続
け
て
き
た
。
と
り
わ
け
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
よ
り
75
歳
で
土

建
国
保
か
ら
の
離
脱
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
こ
と
で
の
組
合
脱
退
を
防

ぐ
、
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
今
後
も
次
世
代
に
運
動
の
確

実
な
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
て
い

く
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
「
Ｔ
Ｂ
Ｓ

報
道
特
集
」
で
キ
ャ
ス
タ
ー
を
し

て
い
る
金
平
茂
紀
さ
ん
が
「
分
岐

点
と
し
て
の
2
0
2
2
年
」
と
題

し
て
記
念
講
演
。
69
歳
の
金
平
さ

ん
は
参
加
者
に
「
皆
さ
ん
。
同
世

代
で
す
よ
ね
」
と
笑
顔
で
語
り
か

け
な
が
ら
、
日
中
国
交
回
復
や
沖

縄
返
還
の
あ
っ
た
50
年
前
の
1
9

7
2
年
の
写
真
を
見
せ
て
歴
史
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
し
て
安
倍

元
首
相
銃
撃

・
殺
害
事
件

や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
の
あ

っ
た
今
年
、

2
0
2
2
年

は
「
歴
史
の

切
断
点
」（
そ

の
前
と
後
ろ

で
社
会
が
ガ

ラ
ッ
と
変
わ

る
）
と
な
る

だ
ろ
う
な
ど

と
述
べ
、「
シ

ニ
ア
は
ジ
ュ

ニ
ア
に
普
遍

的
な
価
値
を

伝
承
す
る
こ

と
」
が
務
め

だ
と
参
加
者
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

池
内
政
一
事
務
局
長
が
基
調
報

告
。
早
け
れ
ば
今
年
10
月
に
は
、

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
2
割
負

担
が
導
入
さ
れ
る
。
高
齢
者
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
課
題
が
大
き
い

が
、
対
話
を
広
げ
て
運
動
を
進
め

よ
う
、
と
訴
え
ま
し
た
。練
馬
、
多

摩
西
部
の
支
部
活
動
報
告
の
後
、

前
進
座
の
皆
さ
ん
の
余
興
を
楽
し

ん
で
つ
ど
い
を
終
了
。

参
加
し
た
大
塚
重
吉
さ
ん
（
板

橋
）
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
つ
ど

い
を
や
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
た
か

っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
は

一
日
も
早
く
終
わ
っ
て
ほ
し
い
。

金
平
さ
ん
の
本
は
受
付
で
買
っ
て

サ
イ
ン
も
も
ら
っ
た
。
前
進
座
の

余
興
も
楽
し
く
観
賞
で
き
た
」
な

ど
と
企
画
を
満
喫
し
た
感
想
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

講演を聞き、拍手する参加者

取材先でに手に入れた「プ
ーチントイレットペーパ
ー」を披露する金平さん

白波五人男を演じる前進座の皆さん

8
月
10
日
、
東
京
高
裁
1
0
1

号
法
廷
で
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

・
東
京
第
1
陣
差
戻
審
第
3
回
期

日
が
開
廷
さ
れ
ま
し
た
。
裁
判
官

の
交
代
も
あ
り
、
今
期
日
で
は
埼

玉
土
建
の
遺
族
原
告
、
明
智
良
子

さ
ん
に
よ
る
夫
智
正
さ
ん
の
凄
絶

な
被
害
実
態
、
弁
護
団
に
よ
る
被

告
建
材
企
業
の
責
任
範
囲
、
解
体

作
業
従
事
者
の
警
告
表
示
義
務
を

否
定
し
た
最
高
裁
第
二
小
法
廷
判

決
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
意
見
陳

述
が
あ
り
ま
し
た
。

開
廷
に
先
立
ち
、
東
京
高
裁
前

で
原
告
、
弁
護
団
、
支
援
組
合
の

仲
間
で
集
会
を
開
催
。
主
催
者
を

代
表
し
て

川
口
敏
彦

統
一
本
部

幹
事
は

「
1
陣
提

訴
か
ら
14

年
が
経
っ

た
。
被
告

建
材
企
業

は
『
往
生

際
が
悪

い
』
よ
う

な
対
応
を

続
け
て
い

る
。
企
業

に
真
摯
な

謝
罪
、
基

金
へ
の
参
加
な
ど
を
求
め
て
、
も

う
一
押
し
の
運
動
を
進
め
よ
う
」

な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
入
廷
す
る
仲
間

を
送
り
出
し
、
衆
議
院
第
二
議
員

会
館
に
場
所
を
移
し
、
院
内
報
告

集
会
を
実
施
。
集
会
の
途
中
で
佃

俊
彦
弁
護
士
が
法
廷
か
ら
駆
け
付

け
、
こ
の
日
の
弁
論
内
容
、
そ
し

て
今
後
の
1
陣
の
審
理
予
定
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。

院
内
集
会
終
了
後
、
参
加
者
は

複
数
の
班
に
分
か
れ
、
「
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
給
付
金
法
を
改
正

し
、
『
建
材
企
業
が
参
加
す
る
補

償
基
金
制
度
の
創
設
』
を
求
め
る

請
願
書
に
賛
同
し
、
紹
介
議
員
に

な
る
」
署
名
を
求
め
て
、
参
議
院

議
員
会
館
を
訪
ね
ま
し
た
。

尾崎大介都議（右）から署名を受け取る調
布支部の伊野里美社保対部長（中）と永井
駿介主任書記

東
京
土
建
で
は
毎
年
、
都
議
会

議
員
の
皆
さ
ん
に
、
「
建
設
国
民

健
康
保
険
組
合
へ
の
東
京
都
補
助

金
に
関
す
る
賛
同
署
名
」
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
左
記
は
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
（
8
月
19
日
現
在
）

で
す
。
す
べ
て
の
議
員
か
ら
の
賛

同
を
め
ざ
し
、
引
き
続
き
で
署
名

の
要
請
を
す
す
め
ま
す
。

＊
敬
称
略

＊
共
＝
共
産
、
都
＝
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
、
自
＝
自
民
、
公
＝
公
明
、

無
＝
無
所
属

【
葛
飾
区
】和
泉
な
お
み（
共
）、

米
川
大
二
郎
（
都
）

【
台
東
区
】
鈴
木
純
（
自
）

【
墨
田
区
】成
清
梨
沙
子（
都
）、

川
松
真
一
朗
（
自
）
、
加
藤
雅
之

（
公
）

【
江
戸
川
区
】
原
純
子
（
共
）

【
板
橋
区
】
松
田
康
将
（
自
）

【
北
区
】
や
ま
だ
加
奈
子
（
自
）

【
品
川
区
】
森
澤
恭
子
（
無
）
、

白
石
た
み
お
（
共
）

【
北
多
摩
第
3
】
尾
崎
大
介

（
都
）
、
林
あ
き
ひ
ろ
（
自
）

【
北
多
摩
第
1
】
谷
村
孝
彦

（
公
）
、
尾
崎
あ
や
子
（
共
）
、

関
野
た
か
な
り
（
都
）

東京高裁前でシュプレヒコールする原告ら

8
月
19
日
、
「
戦
争
さ
せ
な
い

・
9
条
壊
す
な
」
の
国
会
議
員
会

館
前
の
月
例
行
動
が
行
な
わ
れ
、

1
2
0
0
人
の
市
民
（
東
京
土
建

は
50
人
）が
結
集
し
ま
し
た
。参
院

選
の
結
果
、
改
憲
勢
力
が
増
進
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
自
民
党
な

ど
の
旧
統
一
教
会
と
の
関
係
、
安

倍
元
首
相
の
国
葬
へ
の
批
判
が
高

ま
る
な
か
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
が

複
数
社
あ
る
な
ど
情
勢
の
変
化
を

反
映
す
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
藤
本
泰
成

さ
ん
は
「
安
倍
氏
の
国
葬
は
憲
法

上
問
題
が
あ
る
の
は
明
ら
か
。
ま

た
安
倍
氏
の
森
友
、
加
計
、
桜
に

象
徴
さ
れ
る
疑
惑
は
消
え
て
い
な

い
」
と
指
摘
し
な
が
ら
、
格
差
と

貧
困
の
広
が
る
社
会
を
転
換
し
よ

う
と
訴
え
ま
し
た
。

立
憲
野
党
か
ら
は
阿
部
知
子

（
立
民
）
、
山
添
拓
（
共
産
）
、

福
島
瑞
穂
（
社
民
）
が
ス
ピ
ー
チ

（
伊
波
洋
一
〈
沖
縄
〉
は
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
代
読
）
が
あ
り
、
市
民
か

ら
は
チ
ェ
ン
ジ
国
政
・
板
橋
の
会

の
代
表
な
ど
が
発
言
し
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
、
高
田
健
さ
ん

か
ら「
国
葬
反
対
」の
8
月
31
日
、

9
月
27
日
の
緊
急
行
動
な
ど
が
提

起
さ
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
普
及
に

向
け
政
府
は

マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
第
2
弾

の
宣
伝
を
盛

ん
に
行
な
っ

て
い
ま
す
。

8
月
2

日
、
新
宿
駅

西
口
で
東
京

土
建
も
加
わ

る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
反

対
連
絡
会
の

メ
ン
バ
ー
13
人
（
東
京
土
建
は
11

人
）
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

利
活
用
拡
大
に
反
対
し
て
署
名
宣

伝
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

行
動
参
加
者
が
マ
イ
ナ
バ
ー
制

度
の
問
題
点
を
解
説
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
り
な
が
ら
制
度
中
止

を
求
め
る
署
名
を
呼
び
か
け
る
な

か
、3
人
の
弁
士
が
訴
え
ま
し
た
。

木
村
潮
人
東
京
土
建
書
記
次
長

は
、
制
度
の
欠
陥
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
点
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

「
強
引
な
普
及
は
許
さ
れ
な
い
。

多
く
の
反
対
の
声
を
国
に
届
け
よ

う
」
な
ど
と
署
名
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

「
私
た
ち
の
よ
う
な
高
齢
者
で

も
2
万
ポ
イ
ン
ト
も
ら
え
る
の
か

し
ら
」
「
カ
ー
ド
取
得
は
あ
く
ま

で
も
任
意
だ
か
ら
、
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
の
」
な
ど
の
声
も
あ
り
ま
し

た
が
、
「
カ
ー
ド
を
全
員
に
持
た

せ
る
な
ど
、
と
ん
で
も
な
い
」
と

署
名
に
応
じ
る
新
宿
区
在
住
の
男

女
も
い
ま
し
た
。

国葬に対する反対世論は高
まっている

カード普及やめろ

シニア友の会

次
世
代
に
運
動
繋
げ
る

次
世
代
に
運
動
繋
げ
る

新宿駅西口で街頭宣伝

都議へ賛同求める

２０周年

建設国保への都費補助を

金
平
茂
紀
さ
ん
が
記
念
講
演

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

アスベスト
東
京
１
陣
差
戻
審
が
開
廷

集
会
、議
員
要
請
も

国
葬
、統
一
教
会
審
議
を

国
会
前
行
動
に
１
２
０
０
人


